
歩道入口の掲示板

高木層は、最上層を占める優先種はｽｷﾞであるが、ﾔﾏｸﾞ
ﾙﾏやﾋﾒｼｬﾗも多く、ﾕｽﾞﾘﾊ、ﾔﾏﾎﾞｳｼ、ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞが混生す
る。

亜高木層は、やや高木層と連続するが、この階層の植
被率は２０％と非常に低く、ﾊｲﾉｷが見られるほかﾔｸｼﾏｼｬ
ｸﾅｹﾞがわずかに見られる。

低木層では、ﾊｲﾉｷが非常に多く、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ、ﾋﾒﾋｻｶｷも
多い。個体数は少ないがﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ、ｱｾﾋﾞも生息する。
低木層の密度は高く、植被率は、８５％と高い。

る
こ
と
を
十
分
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
」

な
ど
国
有
林
か
ら
の
お

願
い
や
ポ
ス
タ
ー

等
の
掲
示
板

と
な
っ

て
い
ま
す
。

草木層は、ﾋﾒﾋｻｶｷ、ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ、ﾊｲﾉｷ、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞの
稚樹が比較的多く草本ではｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ、ﾍﾞﾆｼﾀﾞが多い。
被度にはムラがある。

白
谷
雲
水
峡
を
は
じ
め
と
す

る
屋
久
島
の
国
有
林
に
は
多
数

の
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま

す
。

森
林
内
で
は
マ
ナ
ー

を
守

り
、

安
全
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
普
及
啓
発
用
の
掲
示
板

を
設
置
し
ま
し
た
。

内
容
は
生
態
系
保
全
の
た
め

の
「

動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
、
「

歩
道
、

広
場

等
へ
の
区
域
外
へ
の
立
ち
入
り

は

お

控

え

く

だ

さ

い
」

な

ど

や
、

安
全
に
過
ご
し
て
頂
く
た

め
「

休
憩
な
ど
で
立
ち
止
ま
る

場
合
に
は
、

落
下
す
る
枝
が
な

い
か
な
ど
、

安
全
な
場
所
で
あ

屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

屋久島生態系モニタリング

・標高１４００ｍ地点（NO２プロット）

ＮＯ２プロットは、高塚小屋から上りきった稜線上の北側
急斜面を、おおむね歩道に沿うように設定した。プロットの
大きさは、５０×１０mの０．０５haである。プロット内を東側
から５つの小プロットに区別した。平均傾斜は、４０°、斜
面方位はＮ４５°Ｗ(北西向き)である。

平成22年3月5日

ＮＯ．
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職員の説明に聞き入る種子島
伊関小と国上小の児童

鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1
TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333

屋
久
島
環
境
学
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催

鹿
児
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

屋
久
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

県

立

屋

久

島

高

校
、

屋

久

島

森

林

管

理

署

で

合

同

開

催

三
月
三
日
、

開
設
五
〇
周
年

の

鹿

児

島

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ
、

屋
久
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、

環
境
保
全
の
担
い
手
と
な

る
環
境
コ
ー

ス
を
持
つ
屋
久
島

高
校
の
生
徒
一
一
名
と
校
長
先

生
ほ
か
二
名
の
先
生
、

そ
し
て

屋
久
島
の
森
林
・
林
業
や
森
林

環
境
保
全
を
行
な
っ

て
い
る
屋

久
島
森
林
管
理
署
の
四
者
の
参

加
の
も
と
、

屋
久
島
環
境
学
習

セ
ミ
ナ
ー

が
屋
久
島
森
林
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

合
同
環
境
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、

「

屋
久
島
の
森
林
保
全
と
地
球

温
暖
化
防
止
」
「

ス
ギ
利
用
の

歴
史
」

を
テ
ー

マ
に
森
林
管
理

署
長
が
講
演
し
ま
し
た
。

生
徒

か
ら
は
、

温
暖
化
の
調
査
研
究

報
告
の
信
憑
性
に
関
す
る
こ
と

や
森
林
管
理
署
員
の
日
常
の
温

暖

化

対

策

に

関

す

る

質

問

な

ど
、

身
近
な
こ
と
か
ら
見
識
の

深
い
質
問
ま
で
あ
り
、

日
頃
よ

熱心に質問する屋久島高校生
とライオンズクラブ会員

紙
の
名
刺
を
も
ら
っ

た
子
は
、

大
喜
び
で
友
達
に
自
慢
げ
に
見

せ
、

大
切
に
持
ち
帰
っ

て
い
ま

し
た
。

午
後
は
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
に

移
動
し
、

屋
久
島
環
境
文
化
研

修
セ
ン
タ
ー

の
職
員
等
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、

約
二
時
間
林

内
を
散
策
し
ま
し
た
が
、

全
く

疲
れ
た
様
子
も
な
く
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

帰
り
際
に
は
、

日

陰

に

残
っ

て

い

た

先

日

か

ら

降
っ

た
雪
の
残
雪
に
、
「

初
め

て
見
た
」

と
大
変
感
激
し
て
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
、

屋
久
島

で
の
一
日
が
貴
重
な
経
験
や
記

念
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
、

代
表
か
ら
「

い
ろ

い

ろ

な

事

が

勉

強

で

き

ま

し

た

。

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た
。

」

と

お

礼

の

言

葉

が

あ

り
、

楽
し
み
な
が
ら
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

中
国
南
部
原
産
の
高
さ
二
～

三
m
に
な
る
常
緑
低
木
ま
た
は

亜
高
木
。

鹿
児
島
県
南
部
か
ら

奄
美
、

沖
縄
に
か
け
て
広
く
栽

培
さ
れ
る
。

ブ
ッ

ソ
ウ
ゲ
は
、

葉
に
鋸
歯
が
あ
り
、

花
は
普
通

鮮
紅
色
で
、

筒
状
の
雄
し
べ
は

花
か
ら
つ
き
で
る
。

屋
久
島
で

は
江
戸
時
代
か
ら
海
岸
線
の
道

路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

花
期

ほ
ぼ
一
年
中
。

ハイビスカス（ﾌﾞｯｿｳｹﾞ）
（あおい科）

自

然

休

養

林

に

掲

示

板

を

設

置

屋久島の植物

り
良
く
勉
強
し
て
知
識
を
蓄
積

さ
れ
て
い
る
と
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、

鹿
児
島
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク

ラ

ブ

会

長

か

ら

学

習

備

品

を
、

屋
久
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
か
ら
記
念
品
を
生
徒
に

贈
呈
が
あ
り
、

屋
久
島
高
校
校

長
に
よ
り
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
民
学
官
が
共
同

し
た
次
代
を
担
う
子
供
達
へ
の

環
境
学
習
の
開
催
な
ど
の
取
り

組
み
が
、

い
つ
し
か
実
を
結
ぶ

森

林

教

室

を

実

施

一
月
三
〇
日
の
森
林
教
室
は

種
子
島
の
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保

全
の
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

種
子
島
の
小
学
生
と
担
当
教
諭

等
を
含
め
た
二
十
四
人
を
対
象

に
行
い
ま
し
た
。

種
子
島
の
子
ど
も
達
は
高
速

船
や
バ
ス
に
よ
る
移
動
の
疲
れ

も
見
せ
ず
、

講
師
の
説
明
に
熱

心
に
聞
き
入
り
、

質
問
も
積
極

的
で
非
常
に
元
気
な
と
こ
ろ
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

講
義
の
終
わ
り
に
、

庁
舎
内

を
案
内
し
、

使
用
さ
れ
て
い
る

木
材
等
を
説
明
し
な
が
ら
署
長

室
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、

ヤ
ク
ス

ギ
の
板
や
テ
ー

ブ
ル
に
は
大
変

興
味
を
示
し
、

歴
史
を
感
じ
た

様
子
で
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

署
長
か
ら
九
州
間
伐

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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